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会 議 日 程 
 

日 時   令和７年８月18日（月) 午後３時 

場 所   教育長室 

１ 開 会 

 

２ 前回議事録の承認 

 

３ 教育長及び委員の報告 

 

４ 議 事 

（１）議案第９号 令和７年度鹿屋市図書館等功労者及び鹿屋市優良読書 

グループ表彰について      （Ｐ２） 

 

５ 報 告 

（１）教育委員退任者への国・県からの表彰について    （Ｐ４） 

（２）かのや未来創造プログラム～戦後 80 年 平和の花束２０２５～について （Ｐ５） 

（３）令和７年度鹿屋市子どもサミットについて     （Ｐ８） 

（４）令和８年３月市内中学校卒業予定者の進路希望調査について   （Ｐ10） 

（５）校舎等の改修について        （Ｐ12） 

（６）かのやっ子わくわくアドベンチャーin こしきしまについて   （Ｐ13） 

（７）サマーベースキャンプについて       （Ｐ14） 

（８）戦後 80 年事業について        （Ｐ15） 

 

６ 動議の討論等 

 

７ その他（お知らせ） 

・オープンスクール2025について 

・市役所ロビーコンサートについて 

・平面アート展について 

・第７回鹿屋市高校生ビブリオバトル大会について 

・戦後80年事業（平和祈念コンサート）について 

 

８ 閉 会 



 

2 

 

議案第９号 

 

令和７年度 鹿屋市図書館等功労者・鹿屋市優良読書グループ表彰について 

 

鹿屋市教育委員会の行政組織等に関する規則(平成18年鹿屋市教育委員会規則第

２号)第10条の規定に基づき、別紙のとおり会議に付議する。 

 

令和７年８月18日提出 

                                鹿屋市教育委員会 

                                教育長 中野 健作 

 

 

  （別   紙）  

 

 

（提案理由） 

 令和７年度鹿屋市図書館等功労者・鹿屋市優良読書グループの表彰を決定したいの

で、本案を提出するものである。 
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令和７年度鹿屋市図書館等功労者・鹿屋市優良読書グループ表彰者・表彰団体一覧 

 

１ 本表彰の趣旨 
  鹿屋市「親と子の 20 分間読書」運動の推進及び進展並びに図書館活動の振興に寄与し、

特に功労のあった個人及び団体を表彰し、その功労に報いるとともに社会教育の一層の振興

を図るもの 

  

２ 今年度表彰者及び表彰団体 

  令和７年７月 16 日に開催された第１回図書館協議会委員の会議において審議・承認され

た表彰者及び表彰団体は下記のとおり 
  

№ 個人・団体名 区分 推薦者 功労実績等 

１ 宮下
みやした

 昭
あき
廣
ひろ
 

図書館等

功労者 

鹿屋市立

図書館 

エッセイコンテストにおいて、数多くの応募作

品を一つひとつ丁寧に審査し、応募者に対して

的確かつ温かみのある選評している。夏季休暇

中に開催される小学生を対象とした作文教室に

おいては、子どもたちに対して熱心に指導し、

その文章表現力の向上に大きな貢献が認められ

たもの 

２ 
読み聞かせグループ

「あっぷっぷ」 

優良読書

グループ 

鹿屋市立

図書館 

図書館の主催する講座で事例発表等を積極的に

行っており、こども園や小学校での読み聞かせ

に取り組み、地域の読書推進に大きく貢献が認

められたもの 
 

 ３ 表彰式について 

   令和７年 11 月８日（土）開催のブックフェスタ（絵本作家講演会内）で表彰式 

を開催予定 
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報告(１) 教育委員退任者への国・県からの表彰について 

（教育総務課） 

 

１ 概要 

 鹿屋市教育委員として、２期８年間（平成 29 年２月 16 日から令和７年２月 15 日まで）務め

られた早川雅子氏に対し、その功績を称えるため以下の表彰がなされたもの。 

 
２ 表彰の内容 

 ○令和７年度 全国市町村教育委員会連合会表彰 
 ○令和７年度 鹿児島県市町村教育委員会連絡協議会表彰 
 ○令和７年度 肝属地区教育振興会表彰 
 
３ 早川雅子氏の主な功績等 

年度 功績等 

平成 29 年度  鹿屋市子ども読書活動推進計画策定 

平成 30 年度  西原地区学習センター「優良公民館文部科学大臣表彰」受賞 

令和元年度 
 かのや学校応援団串良支援本部「地域学校協働活動文部科学大臣表

彰」受賞 

令和２年度  鹿屋市学校施設長寿命化計画策定 

令和３年度 
 北部学校給食センター供用開始 

 国際ソロプチミスト鹿屋から小中学校へ生理用品の寄贈（以降毎月） 

令和４年度  かのや風土記～鹿屋学入門～発刊 

令和５年度  台湾との協定小中学校の増加 

令和６年度 

 鹿屋市第３期生涯学習基本構想策定 

 鹿屋市第４期教育振興基本計画策定 

 第３期鹿屋市教育大綱策定 

 かのやふるさと検定開始 
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報告(２) かのや未来創造プログラム～戦後80年 平和の花束２０２５～について 

（学校教育課） 

 

 
 
 
 
オープニング （13：30～13：50） 
 ○ 鹿屋市立鹿屋女子高等学校 音楽部 
   ・クスノキ      ・群青 
  ○ 開会のあいさつ 鹿屋市教育委員会教育長   中野 健作 
 
第１部 平和へのメッセージ（13：55～14：40） 
■ 「平和へのメッセージ」授賞式・朗読・講評 

○ 最優秀賞及び優秀賞・特別賞受賞者授賞式（受賞者名は一覧表を参照） 
○ 最優秀賞受賞者「平和へのメッセージ」朗読 

・小学校５・６年生の部 最優秀賞・戦後 80 年特別賞 

鹿屋市立鹿屋小学校５年        迫田
さ こ だ

 乃
の

愛
あ

さん 

・中学生の部 最優秀賞 

鹿屋市立第一鹿屋中学校２年      小山
お や ま

 愛
いと

さん 

・高校生の部 最優秀賞 

学校法人津曲学園鹿児島高等学校３年  馬塲
ば ば

 桐子
と う こ

さん 

・英語部門 最優秀賞 

鹿屋市立串良中学校３年         倉田
く ら た

 永遠
と わ

さん 

・英語部門 最優秀賞（台湾の部）VTR 

Gongzheng Elementary School５年      CHANG
チ ャ ン

 HSI
シ ー

-CHING
チ ン

さん 
○ 講評 

    審査委員長  
上谷 順三郎 先生（鹿児島大学学術研究院 法文教育学域 教育学系教授） 

     
第２部 平和を考える（14：55～16：25） 
■ 前半【平和に関するトークセッション】 
   ≪パネリスト≫ 

安藤 広道 氏 （慶應義塾大学文学部教授） 
  立元 良三 氏 （戦争体験者） 
  淵田 るな さん（鹿屋市子ども平和学習ガイド鹿児島第一高等学校１年生） 
  小石田蒼磨 さん（鹿屋市子ども平和学習ガイド鹿屋中央高等学校１年生） 
  上富 公輔 さん（鹿屋市子ども平和学習ガイド田崎小学校６年生） 
 
■ 後半【講演】 

演題：戦争とどう向き合うのか ～皆さんといっしょに考える～ 
講師：安藤 広道（あんどう ひろみち）氏 

期日：令和７年８月８日（金） 

会場：リナシティかのや ３階ホール 
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小学校５・６年の部 中学校の部

鹿屋市内 1470 鹿屋市内 1667

県内 490 県内 232

県外 238 県外 1

合計 2198 合計 1900

高校の部

鹿屋市内 40

県内 15

県外 7

合計 62

日本からの提出 台湾からの提出

鹿屋市内 55 合計 43

県内 15

県外 0

合計 70

３　総計
合計 4273

2025　平和の花束作品数について

１　日本語部門

２　英語部門
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報告(３) 令和７年度鹿屋市子どもサミットについて 

（学校教育課） 
 

１ 目 的 

いじめは、どの子どもにも、どの学校でも、起こり得る問題である。子どもたち自らがいじめの

問題を考え、解決につなげていく意識を高め、実行していくことが、いじめの未然防止に効果的で

ある。このことを踏まえ、いじめの問題に対して主体的かつ積極的に取り組む地域や学校の児童生

徒が集い、交流する場を設けることにより、共に生きる社会の中で中核となるリーダーを育成する

とともに、児童生徒の意識啓発と自主的・自治的な取組の推進を図る。 

 

 

２ 日時・会場 

  令和７年７月 31 日（木）13：30～16：00 リナシティかのや３Ｆホール、研修室 他  

 

 

３ 参加者（Ｒ７：約 350 人、前回から約 50人増） ※Ｒ５：約 300 人 

ア 事務局・発表校児童生徒：各中学校生徒代表３人（９）及び各小学校児童代表３人（18） 

イ 上記以外の児童生徒：各中学校生徒会代表３人（27）及び各小学校児童代表３人（51） 

ウ 鹿屋女子高等学校演劇部及び顧問（７）  

エ  教職員：全小・中学校の校長（または教頭）と児童会生徒会等担当教諭（70） 

オ  保護者：各学校ＰＴＡから３人＋α（150） 

カ 来 賓：教育委員（四郎園様、遠矢様） 

市議会議員（西薗様、児玉様、泊様、川﨑様、福田様、松野様、伊野様、米永様） 

大隅教育事務所（４） 

南九州新聞（１） 

 

 

４ 日 程 ※受付案内、進行、舞台設営等、会のすべてを、 

「高隈小・大黒小・輝北小・高隈中・輝北中」の代表児童生徒が担当 

13：30  開会宣言（児童生徒実行委員長・副委員長）〔５分〕 

13：35   実践発表報告〔30 分：各校５分、入れ替え５分〕 

      【発表校】笠野原小、寿小、寿北小 

鹿屋東中 

代表４校による「いじめゼロ」に向けた 

取組の発表 

 

         

 

 

 

 

 

14：05  演劇上映（問題提起）〔15 分〕 

     鹿屋女子高演劇部による「いじめ」をテーマにした問題提起劇を映像で発表 

  

演劇部が台本を作成。自身の小中学生の頃を 

振り返って、身近に起こり得る「いじめ」を、 

劇で再現した。 

途中、ホールの児童生徒に問いかけたり、挙 

       手を求めたりして、全員で参加する工夫が行わ 
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れており、全員が真剣に考えられていた。 

 

   14：20  休息及び「意見交換」を行う会場へ移動〔15 分〕 

   14：35  アイスブレイク（互いの緊張をほぐすレクリエーション）〔５分〕 

 ※ その後の話し合いも含めて事務局校（高隈小、大黒小、輝北小、高隈中、輝北 

中）がファシリテーターを務める。 

14：40  いじめ防止に向けた意見交換〔30 分〕 

上映された劇を見て感じたことや自分にできることを、全 19 グループに分かれ 

て、意見交換を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

15：25  フィナーレ〔25 分〕 

     参加した全ての児童生徒の思いや考えを込めた「鹿屋市いじめゼロ宣言」を採択 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

15：50  講 評〔10 分〕（大隅教育事務所指導課指導主事 住田隆明 様） 

16：00   閉会宣言 

 

 

 

 

 

 

５ 参加した児童生徒の感想 ※一部の児童生徒のもの 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 今後について 

子どもサミットの様子や採択された「いじめゼロ宣言」について、各学校や各地域の公民館等 

において掲示し、児童生徒のみならず、広く市民に広報し、いじめゼロに向けた意識を高める。 

 

 

 

 いじめは許せないというこ
と、でもゼロにするのは難し
いことを、今日は強く感じま
した。それでも、みんなの取
組を聞いたり、いじめについ
て考えたりした今日が、ゼロ
に近づく一歩だと思うと、と
てもいい一日でした。 
 

【中学生女子】 

 僕は、実行委員でした。みん
なの前で話すのは得意ではな
いけど、頑張ろうと思って頑張
りました。今は、勇気を出して
よかったなと思っています。い
じめをゼロにするには勇気が
必要です。だから、これからも
勇気を出して、頑張ります。 
 

【小学生男子】 

 今回は、劇だけでなく、意見
交換でもファシリテーターと
して参加しました。上映中にみ
んなに問いかけた時の反応が
よくて安心しました。みんな
で、何気ないことがいじめにつ
ながる怖さを考えられて、私も
勉強になりました。 
  
      【女子高生徒】 
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報告(４) 令和８年３月市内中学校卒業予定者の進路希望調査について 

（学校教育課） 
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13 

 

報告(５) 校舎等の改修について 

（学校教育課 鹿屋看護専門学校） 
 

 

１ 改修の目的 

看護専門学校の校舎・設備は老朽化が進み、建物の雨漏りや空調設備の故障などが生じて

いることから、校舎等の改修や空調設備の更新を行うことにより、安全で快適な教育環境の

整備を図る。 

看護棟 昭和53年３月（築47年） 教室・実習室・教務室・講堂等 

別棟 平成６年３月（築31年） 実習室・図書室・パソコン室等 
※空調設備：看護棟は平成２年３月に、別棟は建築時（平成６年３月）に、それぞれ整備 

  
看護棟 別棟 

 

２ スケジュール  

年度 看護棟 別棟 

令和５年度 設計 

令和６年度 － 工事（外壁防水外） 

令和７年度 工事（防音復旧（空調機更新）） － 

令和８年度 － 工事（防音復旧（空調機更新）） 
※令和７年度は、看護棟工事の外に外構工事も実施 

 

３ 令和７年度工事の詳細（看護棟） 

建築 更衣室防水改修、渡り廊下改修、駐輪場新設、機械室・プロパン庫解体 

空調 空調設備・換気設備等更新 

電気 ＬＥＤ器具改修、受変電設備（キュービクル）更新 

給排 衛生器具設備・給排水設備・屋外排水設備等更新 

外構 駐車場等整備 
※工期 

空調・電気：令和７年６月12日から令和８年１月23日まで 

建築・給排：令和７年６月19日から令和８年１月30日まで 

外構   ：令和７年10月から令和８年２月（予定） 
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報告(６) かのやっ子わくわくアドベンチャーinこしきしまについて 

（生涯学習課） 

 

１ 目的 

  鹿屋市内の小学生が、３泊４日の宿泊研修をとおして交流を深めるとともに、甑島 

の広大な自然の中で、様々な活動に挑戦し自己を磨き豊かで強い心を養う。 

 

２ 主催 

かのやっ子わくわくアドベンチャー実行委員会 

 

３ 日程・場所 

  令和７年７月 19 日(土)から７月 22 日（火） ３泊４日 

  薩摩川内市 甑島 

 

４ 参加者 

 29 人（小学生５.６年生：23 人、ジュニア・リーダー６人（中学生４人、高校生２人）） 

 

５ 指導者 

  ９人（市子連４人、市教委２人、ユース・リーダー２人、看護師１人） 

 

６ 活動内容 

自然体験活動（海水から塩づくり、甑島の地質と化石の観察） 

交流活動（野外炊飯６食、話し合い活動（毎日のふりかえり）） 

 

７ 事業の実施風景 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

       下甑町 手打浜          海水から塩づくり体験 

 

８ 参加者の感想 

 ・班で役割を決めて行動することの大切さを実感した。 

 ・この４日間しっかりとメリハリをつけられるように成長した。 

 

９ 今後の展望（研修での経験を活かした継続的な人材育成） 

 ・事後研修２回（研修のふりかえり、子ども会大会実行委員としての活動） 

 ・段階的活動の場の提供（ジュニア、ユース、二十歳のつどい実行委員など） 

 

10 過去の実績 

  平成 21～23 年：阿蘇市、平成 24～29 年：種子島（平成 28 年度のみ宮崎県） 

  平成 30～令和６年：屋久島、令和７年：甑島 
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報告（７）サマーベースキャンプについて 

（生涯学習課） 

１ 目的 

     ６泊７日のキャンプの中で、野外炊飯活動やテント泊体験、高隈山での自然体験活動を

通して豊かな心とたくましい体を養う。併せて、メディアから離れた生活の中で、規則正

しい生活とともに人とのよりよいコミュニケーションの取り方を学び、自己肯定感や自己

有用感を存分に高める。 

 

２ 主催 

鹿屋市青少年育成市民会議 

 

３ 日程・場所 

  令和７年８月３日（日）から８月９日（土） ６泊７日 

  国立大隅青少年自然の家 

 

４ 参加者 

 23 人（小学５･６年生：13 人、中学生 10 人） 

 

５ 指導者・協力者 

  17 人（市民会議４人、教職員 10 人、市教委３人） 

 

６ 活動内容 

野外炊飯（朝食６回、昼食４回、夕食４回、間食２回：計 16 回） 

体験活動（テント泊３日、万滝ハイキング、七宝焼き、段ボールピザ窯つくり） 

 

７ 事業の実施風景 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

     【万滝ハイキング】        【まきまきパンつくり】 
 
８ 参加者の感想 
 ・ 僕が成長できたと感じたことは「人との接し方」です。 
 ・ 僕はこの１週間で意外と自分にはできることがたくさんあるということに気付き   
  ました。 
 ・ キャンプを通してみんなと仲がよくなり、おしゃべりすることが楽しいと思うこ   
  とが多くなりました。 
 ・ １週間で分かったことは、自分たちで料理やお仕事をすれば、スマホやテレビは 
  いらないということです。 
 
９ 今後の展望（青少年育成市民会議の活性化） 
 ・ 本キャンプの重点の検討 
 ・ 市民会議構成団体によるプログラム開発 
 ・ 構成団体の部会をとおした「郷土(ふるさと)に学び・育む青少年運動」の推進 
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報告（８）戦後80年事業について 

（生涯学習課） 

○「生命の谺（こだま）を聞く～川端康成と特攻～」 

 

１ 目的 

  昭和 20 年４月から海軍鹿屋航空基地の報道班員として１か月間鹿屋に滞在した作家川端

康成（ノーベル文学賞受賞者）。特攻隊員との出会いと別れが戦後の川端文学にどのように

影響したかを研究した作家多胡吉郎氏から話をきくことで、川端文学から見える平和への思

いや未来に引き継ぐべき平和の尊さを再認識にするとともに、川端文学に対する興味関心の

喚起につなげる。 
 
２ 講演会詳細 

内容 
実施日程 日時：令和７年８月３日（日） 13：30～15：30 

場所：リナシティかのや 
講  師 多胡 吉郎 氏（作家） 

演  題 「生命の谺（こだま）を聞く～川端康成と特攻～」 
参加人数 241 人（申込 223 人、アンケート回収率 63％） 

 
 
３ アンケート結果（抜粋） 

・講演の内容について、「とても良かった（76％）」、「良かった（17％）」 

→ ほとんどの参加者（９割）が満足感を得ることができた。 

・川端康成が鹿屋に滞在していたことを、「知っていた（30％）」「知らなかった（67％）」 

→ 講演会の開催により、この事実を知る人を増やすことができた。 

・川端康成が鹿屋に滞在していたことを知ってもらうために効果的な手立てとして 

「モニュメント・文学碑の設置」と答える人の割合が 66％で一番高い。 

 

～感想～ 

・いかに鹿屋のことを知らなかったか思い知らされました。 

・今日のように深く考察された話をうかがうと心に響きます。 

・川端康成と鹿屋の関係を詳しく聞けて嬉しかった。 

・もう一度戦跡をたどりに史料館を訪ねたいと思います。 

・ぜひ文学碑を設置してほしい。 

・「戦争の反対は『いのち』」に感銘しました。 

 

４ 当日の様子 
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○「特攻セズ」桂竹丸落語講演会 

 

１ 目的 

  本市出身の落語家である桂竹丸氏による芙蓉部隊の美濃部少佐を題材とした創作落語に

より、命の尊さ、平和のありがたさを伝える。 
 
２ 講演会詳細 

内容 
実施日程 日時：令和７年８月 17 日（日） 15：30～17：00 

場所：リナシティかのや 
講  師 桂竹丸（落語家） 

演  題 「特攻セズ」 
参加人数 315 人 

 
 
３ 感想  

・楽しい落語と戦争時の特攻隊に関する一コマを聞いて感動した。 

・テレビとは違う芙蓉部隊の話を聞けて良かった。 

・竹丸師匠が鹿屋出身と初めて知り、親近感がわいた。 

・自分の中学校でも見たが、引き込まれる感じがすごかった。 

 

４ 当日の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 参考（芙蓉部隊とは：防衛省資料より一部抜粋） 

「芙蓉部隊」の指揮官であった美濃部正少佐は、沖縄周辺に襲来する米軍を迎え撃つため

の作戦会議において、未熟な者による「特攻」よりも夜間銃爆撃の方が有効と主張し、「芙

蓉部隊」を特攻部隊の編成から除外することを上級司令部である第３航空艦隊司令部に承認

させ、搭乗員及び整備員の養成、訓練、航空機の整備を極めて合理的かつ効果的に行った。 

昭和 20 年３月末、沖縄攻防戦にあたり、「芙蓉部隊」は主力を鹿屋海軍航空基地（鹿児島）

に移し、沖縄在泊の敵艦船及び敵飛行場に対し夜間攻撃を開始した。鹿屋海軍航空基地が頻

繁に空襲にさらされるようになったため、昭和 20 年５月中旬、カムフラージュを完璧にし

た岩川海軍航空基地に展開し、攻撃を継続した。岩川海軍航空基地においては、夜になると

完璧な灯火管制を実施することにより、終戦まで一度も米軍に発見されること無く夜間攻撃

を続け、米軍に甚大な損害を与え続けた。 
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お知らせ① オープンスクール 2025 について 

（学校教育課 鹿屋女子高等学校） 
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お知らせ② 市役所ロビーコンサートについて 

（生涯学習課） 
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お知らせ③ 平面アート展について 

（生涯学習課） 
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お知らせ④ 第７回鹿屋市高校生ビブリオバトル大会について 

（生涯学習課） 
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お知らせ⑤ 戦後 80 年事業（平和祈念コンサート）について 

（生涯学習課） 

 


